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本資料における次期業績予想および将来の予想等に関する記述は、現時点で入手され
た情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれているため、
実際の業績は、様々な要因により、業績予想とは異なる可能性があります。

上期の取り組み
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１．決算レビュー

（平成24年4月～平成24年9月）

１．決算レビュー

（平成24年4月～平成24年9月）
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☆前年同期比で減収減益決算
・売上高は1,985百万円(4.8％減)、営業利益は529百万円（10.5％減）
・OPEN系のプロダクト売上、技術支援売上が伸びず
・お客様のコスト意識が高まり、案件数は多いがシステム投資に慎重

☆中期経営計画実現に向け、
多くの新しい取り組みに挑戦

・VDC（バーチャル データ センター）事業の準備、検証、技術提携
（DCの２０１３年問題）

・ビックデータ処理のための連携作り（Hadoop、ＡｓａｋｕｓａＦｒａｍｅｗｏｒｋ）
・オープンソースによる監視システムのリリース。「Zabbix」を採用
・他社運用系ベンダーとの提携

（㈱ブロード、サークル㈱、海外ベンダー他数社）

3

上期の総括
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☆ ㈱ﾋﾞｰｺﾝｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（ﾋﾞｰｺﾝIT）との
資本・業務提携実施

・ﾋﾞｰｺﾝIT製品への当社製品の組み込み（Waha！、infoScoop)
・中国での協業にて、販売力強化

☆販売強化・・・従来の販売体制を
「役割別営業体制」へ変更

・ソリューション事業再編、コンサルティング事業に特化し、黒字化へ

☆人材育成
・Cloud時代の運用に必要なスキルセットの変更
・ITSMの資格保有を全社で推進
・マネジメントクラスの外部研修各種を実施

☆通期業績予想、配当予想とも変更なし

4

上期の総括
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営業利益

四半期純利益

1,985

529

358

対前年同期比

売上高

前期上期 当期上期

▲99（▲4.8％）

▲61（▲10.5％）

＋25（＋7.6％）

548経常利益 ▲54（▲9.0％）

1株当たり四半期純利益 90.70円 ＋6.43円（＋7.6％）

（百万円）

上期決算ハイライト

2,084

591

333

602

84.27円

※「四半期純利益」は実効税率が下がったことにより前年比で増加しています。
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営業利益率

営業利益

売上高

過去５年間の業績推移（計画比）

平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期

（百万円）

6
平成25年3月期

通期計画

上期実績

通期計画

上期実績

（▲4.8％）

（▲10.5％）
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96

1,357

631

86

1,280

618

c
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上期売上高（事業別）

▲77百万円
（前期比▲5.7％）

▲12百万円
（前期比▲2.0％）

平成25年3月期上期平成24年3月期上期

合計：2,084百万円 合計：1,985百万円

メインフレーム
事業

ソリューション
事業

プロダクト事業

（百万円）

（30.3%）
（31.2%）

（4.3%）

（64.5%）
▲9百万円

（前期比▲10.1％）

（4.6%）

（65.1%）

※ 今期よりソリューション事業の再編を行っておりますので、
平成24年３月期の実績は、変更後のセグメント区分へ組み替えています。

＜対前年同期期比＞
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▲54百万円
（▲17.2％）

＋32百万円
（＋141.8％）

▲2百万円
（▲0.8％）

平成25年3月期上期平成24年3月期上期

帳票

運用自動化

上期プロダクト事業売上（領域別）

ITSM

＜対前期比＞

合計：631百万円 合計：618百万円 （百万円）
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9

プロダクト事業
▲321

メインフレーム事業
931

ソリューション事業
▲0

合計
529

プロダクト事業
▲321

ソリューション事業
▲13

メインフレーム事業
957

合計
591

平成25年3月期上期平成24年3月期上期

(▲10.5％)

(▲2.8％)

(+92.8％)

(▲0.1％)

※( )内は、前年同期比増減率
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２．上期の取り組み２．上期の取り組み
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①資本・業務提携

②新製品の開発

③新サービスの提供

④事業推進体制の再編・強化

⑤営業機能の強化

⑥海外戦略

⑦人材強化
11

上期の取り組みの概要

「中期経営計画」達成へ向けて

新しい施策にチャレンジ！
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プロダクト事業 M&A  業務
提携

新規事業 VDC 

中
期
経
営
計
画
達
成
へ

コンサル事業縮小 拡 大

クラウド時代に向けて事業領域を拡充

ビジネスポートフォリオ

12

＜ターゲット＞
事業展開でシナジー効果が
見込める国内外の優良企業

現状
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
の
変
更

④

①

②

検討中

③

⑤

⑥

⑦
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×

㈱ビーコン インフォメーション テクノロジー（ﾋﾞｰｺﾝIT）

と資本・業務提携強化を発表（2012/8/9）

①資本・業務提携

13

ビーコンIT株式を総額５億３１百万円取得。
当社が筆頭株主に。

ビーコンITは当社の持分法適用関連会社となる。
製品開発協力・販路拡大へ！



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved.

8月
ﾋﾞｰｺﾝITと共催

セミナー

9月第9回
上海ITフォーラム

9月BSP上海
新オフィスにて

営業開始

8月
ﾋﾞｰｺﾝITと資本･業務
提携強化を発表、
ﾋﾞｰｺﾝITは当社の

持分法適用へ

14

①資本・業務提携

10月中国政府系企業に
「A-AUTO」が採用
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■ ジョブ管理ツール「A-AUTO」とビックデータ
処理のための連携 「Ａｓａｋｕｓａ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ™」

■ 「帳票DASH！」新バージョンVｅｒ1.2を新発売

■ ITサービスマネジメントツール「LMIS」が

IT資産管理ツールと連携

■ 中国向けの製品の製造がスタート

15

②新製品の開発

新製品および他社製品との連携
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③新サービスの提供

オープンソースによる監視システムのリリース。
「Zabbix」を採用

×

2012年6月 Zabbix SIAとパートナー契約締結

2012年8月 サービス開始

10月 BITの
「infoScoop for Google Apps」に採用！

お客様側が持つオープンソースのサポートへの不安を、
BSPのサポート実績・ノウハウでカバー

16
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③新サービスの提供

VDC事業の基盤を確保

IIJとパートナー契約締結 （2012/8/13）

×

㈱インターネットイニシアティブ（IIJ）のクラウドサービスを
VDC事業のインフラとして調達

市場のニーズに沿った
サービスメニューを拡充！

17
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④事業推進体制の再編・強化

18

コンサル事業

新体制

従来の体制を再編

ソリューション事業を再編し、コンサルティング事業に特化し、
平成25年3月期の黒字化へ

コンサル事業
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19

⑤営業機能の強化

⇒役割別営業体制の導入

成

約

お客様の課題解決に直結する提案の充実

受注活動の推進
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⑤営業機能の強化
他社運用系ベンダーとの提携

㈱ブロード、サークル㈱、海外ベンダー他数社

セミナー共催などによる他社製品取扱

×

20

クラウド型環境管理ソリューション
主力サービス【ECOMO-CLOUD】

ＩＴ内部統制強化支援システム
主力サービス【パワーセキュリティ】
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⑥海外戦略

21

中国での協業により、販売力強化へ

BIT上海と同じフロアに事務所を並べ、

9月10日より営業開始！

「BSP上海」移転
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⑦人材強化

22

人材育成とは・・・スキルセットの変更、組織の若
返り、人の異動、組織の活性化を図ること

・Cloud時代の運用に必要なスキルセットの変更

・マネジメントクラスの外部研修各種を実施

・潜在能力発揮のための人事ローテーション

・ITSMの資格保有を全社で推進
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３．業績予想と新規事業３．業績予想と新規事業
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「役割別営業体制」の機能発揮と売上拡大
上期に伸びなかった、
OPEN系のプロダクト売上、技術支援売上、
帳票システム売上の施策を検討、実施
単年度（平成25年3月期）の目標達成に取り組む。

新規事業「VDC事業」
「DCの2013年問題」を踏まえて

DC供給過剰による利用料金の大幅下落も想定される中、
DC事業に関わる企業の姿勢が問われる時代へ。
選別、淘汰が進む中で勝ち抜くため、お客様の要望が高い、
最適なサービスの開発・提供へ取り組む。

24

下期の課題
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（百万円）

通期業績予想

平成24年３月期 平成25年３月期
実績 予想 増減額 増減率

売上高 3,840 4,000 +159 4.1%

営業利益 869 970 +100 11.6%

（利益率） (22.6%) (24.3%)

経常利益 892 1,000 +107 12.0%

（利益率） (23.2%) (25.0%)

当期純利益 471 600 +128 27.1%

（利益率） (12.3%) (15.0%)

１株当たり
当期純利益（円）

119.35 151.74 +32.39 27.1%

１株当たり
年間配当金（円）

56.00円 56.00円 - -

配当性向 46.9% 36.9% - -

前年同期比
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平成25年3月期（計画）
26

業績予想売上高の内訳

平成24年3月期

▲263百万円
（前期比▲11.1％）
※市場縮小を見込む

＋469百万円
（前期比＋37.5％）

売上合計：3,840百万円 売上合計：4,000百万円

メインフレーム
事業

ソリューション
事業

プロダクト事業

＜対前期比＞

（32.6%）

（5.9%）

（61.5%）

（43.0%）

（52.5%）

（4.5%）

▲45百万円
（前期比▲20.0％）
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「VDC」事業とは

VDC（バーチャルデータセンター）事業とは？

仮想環境でデータセンター・クラウドを提供する
BSP独自のサービス

運用管理された

クラウド・インフラ

必要なサービスを

自由に選択

安心安全で軽快なシステム運用を実現

BSP VDC

+

27
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「VDC事業」の展開

クラウド環境の運用に積極的でない企業向けに
BSPのサポートを付加価値として提供

・サーバ管理、監視は負荷が重い
・必要なソリューションを

「構築」しなければいけない
・入替は難航、すぐに試すことが

できない「硬直化」

これまでの「重い」運用 これからの「軽い」運用
・サーバ管理「不要」、監視も簡単
・必要なソリューションを「選択」
できる

・入替、試使用がすぐにできる
「快適さ」

⇒Managed Cloud（マネジド・クラウド）

28



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved.

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

0

10

20

30

40

50

IaaS(Infrastructure as a Service) PaaS(Platform as a Service)

SaaS(Software as a Service) 前年比成長率(%)

29

「VDC事業」の市場規模

国内クラウドサービス市場売上額予測 2011～2016年（出典：IDC Japan）

VDC事業はクラウドサービス市場で
最大規模のセグメントに成長する見込み

（％）（億円）
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４．中期経営計画４．中期経営計画
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【売上・経常利益計画】

平成25年
3月期（計画）

平成26年
3月期（計画）

平成27年
3月期（計画）

売上
計画 4,000 4,200 5,000

前年比 4.2% 5.0% 19.0%

経常
利益

計画 1,000 1,200 1,800

前年比 12.0% 20.0% 50.0%

経常利益率 25.0% 28.6% 36.0%

中期経営計画（サマリー）

31

（百万円）
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中期経営計画（セグメント別）

【セグメント別売上・利益計画】

平成25年
3月期（計画）

平成26年
3月期（計画）

平成27年
3月期（計画）

プロダクト
事業

売上高 1,720 2,080 2,970

前年比 42.6% 20.9% 42.8%

営業利益 △570 △210 520

メインフレーム
事業

売上高 2,100 1,890 1,730

前年比 △6.5% △10.0% △8.5%

営業利益 1,540 1,380 1,230

ソリューション
事業

売上高 180 230 300

前年比 △53.6% 27.8% 30.4%

営業利益 0 20 40

32

（百万円）
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中期経営計画の進捗状況
平成27年3月期

平成26年3月期

平成25年3月期

平成24年3月期

当期

（連）売上 実績38.4億円 40億円 42億円 50億円

経営戦略 - 業務提携 業務提携とM&A M&A

・事業部制開始 ・プロフェッショナル
サービス事業の統合

・自動化新製品販売 ・新製品受注拡大

・コンサル事業の再編

・新規へ注力する営業
体制の稼動

・役割別営業体制へ
シフト

・海外販売体制再編 ・新製品の中国販売本格展開

・SaaSビジネス始動 ・Cloud&OSSビジネス
始動

・Cloud型VDC事業展開 ・VDCのグローバル
事業展開

・企業内自動化から
インタークラウドサービスへ

・IT人材ビジネス始動

　　帳票黒字化へ 　　運用自動化黒字化へ ・ITSM黒字化へ

・全事業黒字化へ

イベント
システム管理者の会

1万人突破
Beaconユーザ会
30周年記念大会

BSPグループ
20周年記念行事

中期経営計画
【１年目】

事業計画

中期経営計画
【２年目】

中期経営計画
【３年目】

初年度の取り組みは計画
通り着手。
帳票の黒字化へは、更なる
施策を検討。
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まとめ

☆中間決算は減収減益も、通期決算では計画達成へ

上期は新しい施策や新規事業に注力したこともあり、
既存ビジネスでは伸張しなかったが、下期はプロダクト、
技術支援、帳票それぞれの売上をリカバリーし、
平成25年3月期の計画達成へ。

☆中期経営計画実現に向け、多くの新しい取り組みに挑戦

VDC（バーチャル データ センター）事業の周辺準備は

着々と進行。DCの２０１３年問題などを追い風に、

最適なサービスの開発・提供で対抗



(C) Copyright 2012  BSP All Rights Reserved. 35

1）本資料は、当社の決算概要および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり投資
勧誘を目的として作成したものではありません。

2）本資料に記載の情報は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完全性
を保証または約束するものではありません。

3）本資料のいかなる部分も一切の権利は株式会社ビーエスピーに帰属しており、電子的または機械的
な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。

【お問合せ先】

㈱ビーエスピー

広報IR室

TEL：03-5463-6385

FAX：03-5463-6392

HP: http://www.bsp.jp

mailto:ir_info@bsp.co.jp

＜会社名の略称について＞
・㈱ビーエスピー： BSP
・㈱ビーエスピーソリューションズ： BSPソリューションズ
・備実必（上海）軟件科技有限公司： BSP上海


